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�財政の堅実性 (住民一人当たりの積立金残高・住民一人当たりの将来財政負担額）

（4）

革
の
指
針
が
示
さ
れ
、
地
方
公
共
団

体
の
資
産
の
実
態
と
財
政
状
態
を
的

確
に
把
握
し
、
財
務
情
報
を
分
か
り

や
す
く
開
示
・
提
供
す
る
た
め
の
財

務
書
類
を
、　

年
度
ま
で
に
公
表
す

２３

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
今
回
は
野
木
町
の
財
政

の
現
状
に
つ
い
て
、
財
政
指
標
を
県

内
市
町
平
均
と
比
較
し
て
グ
ラ
フ
化

し
ま
し
た
。

　

な
お
、
県
内
市
町
の
状
況
に
つ
い

て
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ

れ
る
予
定
で
す
。

　

国
で
は
、
新
た
な
地
方
分
権
改
革

を
推
進
す
る
た
め
、
国
と
地
方
の
役

割
分
担
等
を
見
直
す
と
と
も
に
、
国

庫
補
助
負
担
金
、
地
方
交
付
税
、
税

源
移
譲
を
含
め
た
税
源
配
分
の
見
直

し
を
一
体
的
に
進
め
て
い
ま
す
。
ま

た
、
地
方
公
共
団
体
間
の
財
政
力
格

差
を
踏
ま
え
、
税
源
の
偏
在
を
是
正

し
、
地
方
間
の
格
差
縮
小
に
向
け
た

検
討
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
夕
張
市
問
題
等
に
よ
り

地
方
公
共
団
体
の
財
政
状
況
に
関
心

が
高
ま
る
中
、
今
年
６
月
に
「
地
方

公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す

る
法
律
」
が
制
定
さ
れ
、　

年
度
決

１９

算
か
ら
健
全
化
判
断
比
率（
*
）を
議

会
に
報
告
し
、
公
表
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
地
方
公
会
計
改

用
語
の
意
味

健
全
化
判
断
比
率（
*
）と
は
？

次
の
①
〜
④
ま
で
の
比
率
の
総
称
で
す
。

①
実
質
赤
字
比
率

　

普
通
会
計
の
実
質
赤
字
等
の
標
準
財
政

　

規
模
に
対
す
る
比
率
の
こ
と
で
す
。

②
連
結
実
質
赤
字
比
率

　

全
会
計（
公
営
企
業
会
計
含
む
）の
実
質

　

赤
字
等
の
標
準
財
政
規
模
に
対
す
る
比

　

率
の
こ
と
で
す
。

③
実
質
公
債
費
比
率

　

地
方
債
同
意
の
判
断
基
準
で
、
元
利
償

　

還
金
等
の
標
準
財
政
規
模
に
対
す
る
比

　

率
の
こ
と
で
す
。

④
将
来
負
担
比
率

　

出
資
法
人
等
も
含
む
実
質
的
負
債
の
標

　

準
財
政
規
模
に
対
す
る
比
率
の
こ
と
で

　

す
。

用語の意味備　考

（注１）基準財政収入額　とは？
　各地方公共団体の財政力を合理的に測定するために、標準的
な税収入を一定の方法によって算定した額のことです。

（注２）基準財政需要額　とは？
　各地方公共団体が合理的、かつ、妥当な水準における行政を
行い、又は施設を維持するための財政需要を一定の方法によっ
て算定した額のことです。

（注３）標準財政規模　とは？
　地方公共団体の一般財源の標準規模を示すものです。

（注４）積立金残高　とは？
　年度間の財源の不均衡を調整するための財政調整基金、地方
債償還のための減債基金、その他特定の目的のために積み立て
られた特定目的基金の残高のことです。

（過去３か年平均）
「１」に近いほど財政力が強い。

財政構造の弾力性を判断する指標。７０～７５％が妥当。

町税、使用料・手数料等の町が自主的に収入できる財源で、高い
ほど自主性と安定性が高い。

地方債同意の判断基準。

・１８％以上で地方債の許可団体となり、実質公債費比率の適正化
　計画策定が必要となる。

・２５％以上で一般単独事業債の一部、３５％以上で一般公共事業債
　のほか多くの起債が制限される。

将来にわたる実質的な財政負担で、多いほど今後の財政運営が厳
しい。

長期的に安定した財政運営及び特定の目的ための積立金残高。



�財政の弾力性 (経常収支比率・実質公債費比率）�財政の豊かさ (自主財源比率・財政力指数）

（5）

�
こ
の
レ
ー
ダ
ー
チ
ャ
ー
ト
は
、
野
木
町
の　

年
度
の
財
政
指
標
を
県
内

１８

市
町
平
均
と
比
較
し
た
も
の
で
、
県
内
市
町
平
均
１
０
０
の
線
の
外
側
に

あ
る
ほ
ど
財
政
状
況
等
が
良
い
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

算　出　基　礎野木町の
偏差値

県内市町
平　　均野木町項　目

基準財政収入額（注１）

基準財政需要額（注２）

※
県
内
市
町
の
平
均
を
１
０
０
と
し
た
と
き
の
、
野
木
町
の
数
値
。

106.60.7870.935１、財政力指数

経常経費充当一般財源等　　　　　

経常一般財源等収入額＋臨時財政対策債　　　　　

　　　　　　　　　　＋減税補てん債　　　　　　

103.786.583.9２、経常収支比率（％）

自主財源　　　　　

歳入総額　　　　　
112.655.368.2３、自主財源比率（％）

(A＋B)－(C＋D）

E－D

115.213.910.0４、実質公債費比率（％）

地方債残高＋債務負担行為額ー積立金残高（注４)

住民基本台帳人口（１９年３月３１日現在）
119.1287,242163,686

５、住民一人当たり
　　将来財政負担額（円）

積立金残高（注４）

住民基本台帳人口（１９年３月３１日現在）
97.769,53159,236

６、住民一人当たり
　　積立金残高（円）

×100

×100

Ａ：地方債の元利償還金（繰上償還等を除く）
Ｂ：地方債の元利償還金に準ずるもの〔準元利償還金〕
Ｃ：元利償還金又は準元利償還金に充てられる特定財源
Ｄ：地方債の元利償還金及び準元利償還金に要する経費として

普通交付税の額の算定に用いる基準財政需要額に算入された額
Ｅ：標準財政規模（注３）

���　　　　　　　　　　　　���財政分析指標

財政指標で見る町財政の現状
問　町企画財政課　�（５７）4118



　

火
災
の
発
生
し
や
す
い
季
節
を

迎
え
た　

月　

日（
土
）、
恒
例
の

１０

２７

消
防
団
の
通
常
点
検
が
、
雨
天
の

た
め
野
木
中
学
校
体
育
館
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

団
長
の
指
揮
の
も
と
、
団
員
た

ち
は
規
律
正
し
く
人
員
・
服
装
の

点
検
を
受
け
、
会
場
内
で
分
列
行

進
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の

席
上
で
各
種
の
表
彰
が
行
わ
れ
、

通
常
点
検
が
終
了
し
ま
し
た
。

受
賞
者（
敬
称
略
・
順
不
同
）

栃
木
県
知
事
表
彰

�
模
範
消
防
団
員

　

本
部
分
団
団
員
／
寺
内
和
隆

栃
木
県
消
防
協
会
長
表
彰

�
勤
続
章（　

年
）

１０

　

副
団
長
／
小
野
善
行

　

団
本
部
／
新
井　

直

　

本
部
分
団
団
員
／
秋
元
和
弘

　

本
部
分
団
団
員
／
沼
沢
敏
雄

　

第
２
分
団
団
員
／
小
川　

治

栃
木
県
消
防
協
会 

下
都
賀
支
部
長
表
彰

�
功
績
章（
８
年
）

　

第
３
分
団
分
団
長　

伏
木
忠
広

　

本
部
分
団
副
分
団
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　

谷
内
規
朗

　

本
部
分
団
団
員　
　

須
見
啓
介

　

第
２
分
団
団
員　
　

神
原
和
也

　

第
２
分
団
団
員　
　

岩
波
辰
雄

　

第
６
分
団
団
員　
　

小
野
芳
之

　

第
６
分
団
団
員　
　

長
澤　

優

�
勤
続
章（
５
年
）

　

本
部
分
団
分
団
長　

木
村
武
弘

　

第
２
分
団
班
長　
　

大
畑
智
紀

　

第
３
分
団
班
長　
　

諏
訪　

清

　

第
３
分
団
班
長　
　

新
川
昌
則

　

第
６
分
団
班
長　
　

亀
山　

潤

　

第
１
分
団
団
員　
　

石
塚　

潤

　

第
２
分
団
団
員　
　

森
泉
宇
之

　

第
２
分
団
団
員　
　

根
岸
貴
宏

　

第
３
分
団
団
員　
　

池
沢
友
和

野
木
町
長
表
彰

�
永
年
勤
続（　

年
）

１０

　

県
消
防
協
会
長
勤
続
章
と
同
じ

�
永
年
勤
続（
５
年
）

　

県
消
防
協
会
下
都
賀
支
部
長

　

勤
続
章
と
同
じ

�
永
年
勤
続
消
防
団
員
御
家
族
に

　

対
す
る
感
謝
状（
９
年
）

　

本
部
分
団
団
員
永
田
清
御
家
族

　
　
　
　
　
　
　
　

永
田
純
子
様

　

第
２
分
団
団
員
関
澤
信
行
御
家
族

　
　
　
　
　
　
　
　

関
澤
宏
行
様

　

第
２
分
団
団
員
間
明
田
勝
利
御
家
族

　
　
　
　
　
　
　

間
明
田
富
司
様

　

第
６
分
団
団
員
清
水
憲
太
郎
御
家
族

　
　
　
　
　
　
　
　

清
水
通
子
様

　

第
６
分
団
団
員
秋
山
保
雄
御
家
族

　
　
　
　
　
　
　
　
　

秋
山
薫
様

　

第
６
分
団
団
員
島
田
悟
司
御
家
族

　
　
　
　
　
　
　
　

島
田
敏
雄
様

�
無
火
災
分
団

　

第
４
分
団

　

第
６
分
団

�
優
良
防
火
管
理
事
業
所

　

㈱
ア
ル
コ
ア
・
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー

　

シ
ス
テ
ム
ズ
様

野
木
町
長
・ 

野
木
町
消
防
団
長
表
彰

�
消
防
協
力
者

　

岩
�
洋
一
様

�
消
火
協
力
者

　

真
瀬
昇
様
、
中
村
直
二
様

　

ス
ー
リ
ー
モ
ハ
マ
ア
ド
エ
ス
マ
イ
ル
様

　

大
�
利
雄
様
、
江
口
正
子
様

　

柿
沼
久
英
様
、
大
澤
久
仁
子
様

　

荒
木
英
子
様
、
須
田
光
三
様

　

須
田
洋
子
様
、
瀬
嵩
政
志
様 

消
防
団
長
表
彰

�
優
良
団
員

　

本
部
分
団
団
員　
　

佐
藤
正
仁

　

本
部
分
団
団
員　
　

野
中
哲
朗

　

第
１
分
団
団
員　
　

関
根　

毅

　

第
１
分
団
団
員　
　

上
原
一
範

　

第
２
分
団
団
員　
　

木
村
崇
則

　

第
２
分
団
団
員　
　

知
久
敦
則

　

第
３
分
団
団
員　
　

小
野　

誠

　

第
３
分
団
団
員　
　

岡
村
康
宏

　

第
４
分
団
団
員　
　

井
上
大
輔

　

第
４
分
団
団
員　
　

舘
野
雅
彦

　

第
６
分
団
団
員　
　

藤
井　

司

　

第
６
分
団
団
員　
　

栗
田
好
弘

�
優
良
分
団

　

第
３
分
団

～～火火災災にに備備ええてて～～
消消防防団団のの通通常常点点検検

（6）



　
　

月　

日（
土
）、
総
合
運
動
公
園

１０

１３

多
目
的
広
場
で
、
第　

回
消
防
団
ポ

３０

ン
プ
操
法
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

競
技
は
、
実
際
に
水
出
し
操
法
が
行

わ
れ
、
日
頃
の
訓
練
の
技
を
競
い
合

い
ま
し
た
。

成　

績

�
団
体
の
部

　

優　

勝
／
第
４
分
団

　

準
優
勝
／
第
１
分
団

　

第
３
位
／
第
３
分
団

�
個
人
の
部（
優
秀
選
手
）

　

指
揮
者　

柿
沼
隆
義　
（
第
４
分
団
）

　

１
番
員　

荒
井
秀
明　
（
第
１
分
団
）

　

２
番
員　

柿
沼
政
士　
（
第
４
分
団
）

　

３
番
員　

三
橋　

浩　
（
第
４
分
団
）

　

４
番
員　

末
柄　

健　
（
第
２
分
団
）

シリーズ
野木町消防団134名の精鋭たち

↑優勝した第４分団と、とちぎテレビの撮影スタッフ。操法大会
の模様は11月３日、５日にとちぎテレビで放映されました。

（7）

↑
約
2
か
月
間
に
わ
た
る
厳
し
い
訓
練
の
成
果
を

発
揮
し
ま
し
た
。

規律正しく迅速規律正しく迅速にに��
第30回町消防団ポンプ操法大第30回町消防団ポンプ操法大会会

　

消
防
団
は
、
地
域
に
お
い
て
防

災
活
動
の
中
心
的
な
役
割
を
担
い
、

安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
の
実

現
に
欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
。

　

地
域
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め

に
は
、
地
域
ぐ
る
み
の
消
防
防
災

体
制
を
確
立
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
自
分
の
町
を
愛
す
る
一
人
ひ

と
り
の
力
を
あ
わ
せ
れ
ば
、
地
域

の
防
災
は
さ
ら
に
確
か
な
も
の
と

な
り
ま
す
。

　

野
木
町
消
防
団
は
６
つ
の
分
団

で
編
成
さ
れ
て
お
り
、
団
員
数
は

１
３
４
人
で
す
。　

歳
代
か
ら　

２０

５０

歳
代
ま
で
の
幅
広
い
年
齢
で
構
成

さ
れ
て
お
り
「
自
分
た
ち
の
地
域

は
、
自
分
た
ち
で
守
る
」
と
常
に

訓
練
や
巡
回
広
報
等
地
域
に
密
着

し
た
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
次
の
と
お
り

消
防
団
員
を
募
集
し
ま
す
。 

入
団
資
格

�
町
内
に
居
住
す
る
方
、
又
は
勤

　

務
す
る
方

�
年
齢
は　

歳
以
上
の
方

１８

�
志
操
堅
固
で
、
か
つ
身
体
強
健

　

な
方

活
動
内
容

�
火
災
予
防
活
動

�
火
災
消
火
活
動

�
水
防
活
動

�
災
害
地
に
お
け
る
消
防
活
動

�
定
期
的
に
消
防
団
員
に
必
要
な

　

教
育
及
び
訓
練

受
付
期
限　

２
月
１
日

待　

遇

�
報
酬
な
ど
の
支
給

（
野
木
町
特
別
職
の
非
常
勤
職

員
と
な
り
、
役
職
に
応
じ
た
年

俸
と
在
籍
年
数
に
応
じ
た
退
職

報
償
金
制
度
）

�
公
務
災
害
補
償
制
度

�
研
修
制
度

�
被
服
貸
与

�
表
彰
制
度

問
町
環
境
交
通
課

　
　
　
　
　
　
�
（　

）４
１
３
２

５７

自
分
の
町
は

自
分
で
守
る�

消
防
団
員
募
集



貸出カードの更新

　住所や電話番号などに変更があっ
た方は、カウンターに申し出てくだ
さい。

ブックポスト

　休館日・閉館後は、返却ポストに
本を返してください。ＣＤ・ビデオ・
カセットは、入れないでください。
　開館中は、カウンターに返してく
ださい。

リサイクル市
　廃棄等予定資料（本・雑誌）の有効
利用を図るため、リサイクル市を開
催します。
日　時
　１２月８日（土）
　　午前１０時３０分～午後４時
　１２月９日（日）～１３日(木）
　※１０日（月・休館日）除く
　　午前９時３０分～午後５時
　１２月１４日（金)
　　午前９時３０分～午後２時
場　所　２階ホール
対　象　町在住者（１人５点まで）
　　　　※９日以降は、町外者可で 
　　　　　冊数制限なし。 
　　　　※袋は各自で用意する。

おはなし会

■
日　時　１２月７日（金）
　　　　午前１１時～１１時３０分
会　場　１階おはなしコーナー
対　象　幼児
ボランティア団体　グレース森
■
日　時　１２月１１日、１８日、２５日(火）
　　　　午前１１時～１１時２０分
会　場　１階おはなしコーナー
対　象　幼児
ボランティア団体　ピノキオ
■
日　時　１２月１５日（土）
　　　　午後２時～２時３０分
会　場　１階おはなしコーナー
プログラム　絵本と紙しばい　他
対　象　４歳位から小学生
ボランティア団体　ピノキオ

こども映画会
「ブラックジャック」

日　時　１２月２２日（土）
　　　　午後２時～２時５０分
会　場　２階ホール
対　象　５歳以上

学校移動図書館

　ひまわり号で、各小学校を巡回し
ています。一般の方へも貸出ができ
ますのでご利用ください。
　ただし、児童書中心でビデオの貸
出は行っていません。

１２�５　南赤塚小　１３：００～１４：００
１２�６　友沼小　　１３：１５～１４：１５
１２�１３　野木小　　１３：００～１４：３０
１２�１８　佐川野小　１３：１５～１４：００

新着図書案内

＜一般書＞
�花の回廊 （宮本輝）
�千里眼堕天使のメモリー
 （松岡圭祐）
�クロスカウンター （井上尚登）
�荷抜け （岡崎ひでたか）
�きちんとシルエットの直線縫い
　ワンピース （渡部サト）
�知ってるようで知らないバイオリン
　おもしろ雑学事典 （奥田佳道）
�まこという名の不思議顔の猫
 （前田敬子）

＜児童書＞
�ペギー・スー赤いジャングルと秘密の学校
 （セルジュ　ブリュソロ）
�遠くの空に消えた （益子昌一）
�パセリ伝説　ｍｅｍｏｒｙ３
 （倉橋燿子）
�ぶす （内田麟太郎）
�うんちっち
 （ステファニー　ブレイク）
�ディアルガＶＳパルキア
　ＶＳダークライ （小学館）

（8）
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パソコンサロン

　毎月、第２木曜日・第３土曜日に
ボランティアによる初心者対象のパ
ソコン相談室を開催しています。
日　時　１２月１３日（木）
　　　　午後１時～４時
　　　　１２月１５日（土）
　　　　午前９時３０分～１１時３０分
場　所　町公民館２階第４研修室
※申込不要
※日程変更の場合もありますので、
公民館掲示板で確認するか、又は問
い合わせください。

問町公民館 �（５７）４１８８

THE EKIDEN 
～第36回町駅伝大会～

日　時　１月２０日（日）
　　　　小雨・小雪決行（順延なし）
場　所　町公民館集合
　　　　町内コース（図のとおり）
参加資格・チーム編成
�小中学生の部は、町内の小中学生
�一般女子・一般男子の部に小中学
　生の出場は認めない
�壮年男子・一般男子の部に女子２
　名まで出場は認める
�一般男女・壮年の部は、町在住在
勤者が半数以上とする
※参加者は、各自の責任において健
康管理をしてください。主催者側は
競技中の事故について応急処置を除
き、一切の責任を負いませんので十
分注意してください。その他は、実
施要項によります。

種目・人数・参加料
�一般女子の部
　１チーム５名　２０００円
�中学生女子の部
　１チーム５名　１５００円
�小学生女子の部
　１チーム５名　１５００円
�小学生男子の部
　１チーム５名　１５００円
 

�一般男子の部
　１チーム７名　３０００円
�壮年男子（４０歳以上）の部
　１チーム７名　３０００円
�中学生男子の部
　１チーム７名　２０００円
申込期間　１２月５日～２５日
申込方法
　参加料を添え町生涯学習課へ

問町生涯学習課 �（５７）４１８７ 

　 ULTUREC

CCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUULLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUURRRRRRRRRRRRRRRRRRRRREEEEEEEEEEEEEEEEEEEEE &&&&&&&&&&&&&&&&&&&&& SSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSPPPPPPPPPPPPPPPPPPPPPOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOORRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTCULTURE & SPORTSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSS
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学
校
は
生
徒
の
活
動
が
中
心
で

す
。
生
徒
の
手
に
よ
る
自
主
的
な

活
動
で
、
良
き
校
風
を
作
り
あ
げ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

①
夢
に
向
か
っ
て
一
直
線

　

生
徒
会
長　
　
　
 
國  
廣 　

く
に 
ひ
ろ

 
千  
夏 

ち 

か

　
「
夢
に
向
か
っ
て
一
直
線　

明
る

く
楽
し
い
野
木
二
中
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
毎
日
を
生
活
し
て
い
ま
す
。

　

生
徒
自
身
の
手
で
、
自
分
た
ち

の
学
校
生
活
を
見
直
し
、
改
善
し

よ
う
と
努
力
し
て
い
ま
す
。
運
動

会
や
輝
光
祭
が
、
私
た
ち
一
人
ひ

と
り
の
心
に
残
る
も
の
に
な
っ
て

い
る
こ
と
、
毎
日
の
あ
い
さ
つ
や

快
い
返
事
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

つ
つ
あ
る
こ
と
も
、
そ
の
成
果
だ

と
思
い
ま
す
。

　

私
た
ち
生
徒
会
役
員
は
、
そ
の

活
動
の
中
心
で
が
ん
ば
る
つ
も
り

で
す
。
た
っ
た
５
名
の
役
員
し
か

い
ま
せ
ん
が
、
互
い
に
助
け
合
い
、

「
素
晴
ら
し
い
学
校
」
を
目
指
し
て

い
き
ま
す
。

②
一
日
の
始
ま
り
は 

　

さ
わ
や
か
な
あ
い
さ
つ
か
ら

　

生
徒
会
副
会
長　
 
伊  
藤 　

い 

と
う

 
正  
裕 

ま
さ 
ひ
ろ

　

現
代
人
は
ま
と
も
に
あ
い
さ
つ

が
で
き
る
人
が
少
な
い
と
よ
く
言

わ
れ
ま
す
が
、
本
当
は
「
で
き
な

い
」
の
で
は
な
く
「
し
よ
う
と
し

な
い
」
の
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
こ

で
生
徒
会
で
は
、
毎
朝
昇
降
口
や

校
門
前
で
「
あ
い
さ
つ
運
動
」
を

行
い
、
あ
い
さ
つ
の
習
慣
化
と
生

徒
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

力
の
向
上
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

一
日
の
始
ま
り
を
明
る
い
あ
い
さ

つ
で
迎
え
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

す
が
す
が
し
い
気
持
ち
に
な
り
、

そ
の
日
が
充
実
し
た
も
の
に
な
る

で
し
ょ
う
。
二
中
の
よ
り
良
い
校

風
作
り
の
た
め
に
、
努
力
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

③
S
A
C

　

生
徒
会
書
記　
　
 
佐  
藤 　

さ 

と
う

 
真  
美 

ま 

み

　

生
徒
会
で
は
、
毎
月
一
回
「
新

聞
ア
ル
ミ
缶
回
収
コ
ン
ク
ー
ル
」

を
ク
ラ
ス
対
抗
で
行
っ
て
い
ま
す
。

目
的
は
、
輝
光
祭
の
フ
ィ
ナ
ー
レ

に
打
ち
上
げ
る
花
火
の
資
金
を
作

る
た
め
で
す
。
ま
た
、
ク
ラ
ス
内

の
団
結
力
を
高
め
る
た
め
の
イ
ベ

ン
ト
に
も
し
よ
う
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
を
通
し
、
二

中
生
の
良
さ
が
、
ま
た
一
つ
増
え

た
と
思
い
ま
す
。
生
徒
全
員
が
一

生
懸
命
に
生
徒
会
を
盛
り
上
げ
て

く
れ
て
い
る
こ
と
に
感
謝
し
ま
す
。

④
運
動
会

　

運
動
会
実
行
委
員
長
 
原  
田 　

は
ら 

だ

 
千  
恵 

ち 

え

　
「
楽
し
く
て
心
に
残
る
運
動
会
」

に
し
た
い
と
考
え
ま
し
た
。
私
た

ち
３
年
生
に
と
っ
て
は
、
今
の
友

達
と
い
っ
し
ょ
に
が
ん
ば
れ
る
中

学
校
生
活
最
後
の
運
動
会
だ
か
ら

で
す
。

　

運
動
会
を
終
え
た
今
、
目
標
は

達
成
で
き
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

応
援
は
紅
白
両
チ
ー
ム
と
も
す
ご

か
っ
た
で
す
。
係
の
活
動
は
自
主

的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
学

級
対
抗
リ
レ
ー
に
見
ら
れ
た
よ
う

に
、
全
力
で
、
友
達
を
思
っ
て
協

力
で
き
て
い
ま
し
た
。
私
自
身
も

充
実
し
た
活
動
が
で
き
ま
し
た
。

き
っ
と
二
中
生
一
人
ひ
と
り
の
心

に
残
る
運
動
会
に
な
っ
た
と
思
い

ま
す
。

⑤
輝
光
祭

　

輝
光
祭
実
行
委
員
長

 
海  
老  
沼 　

え 

び 

ぬ
ま

 
友  
里 

ゆ 

り

　

今
年
の
輝
光
祭
は
全
校
生
徒
で

盛
り
上
げ
て
、
一
人
ひ
と
り
が
心

か
ら
楽
し
め
る
最
高
の
行
事
に
な

る
よ
う
努
力
し
ま
し
た
。
そ
の
た

め
に
は
、
輝
光
祭
ま
で
の
準
備
が

大
切
で
し
た
。
学
級
展
示
で
は
、

学
級
全
員
が
協
力
し
て
活
動
し
達

成
感
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
合
唱
で
は
、
全
員
が
し
っ
か

り
し
た
声
を
出
し
最
高
の
ハ
ー
モ

ニ
ー
に
な
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
し

た
。
ま
た
、
皆
で
集
め
た
空
き
缶

で
、
す
ば
ら
し
い
ビ
ッ
グ
ア
ー
ト

を
作
り
ま
し
た
。
私
た
ち
輝
光
祭

実
行
委
員
会
も
頑
張
り
ま
し
た
。

テーマ
「宇宙から見た地球」

完成完成！！ ⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤ ①①①①①①①①①①①③③③③③③③③③③③⑦⑦⑦⑦⑦⑦⑦⑦⑦⑦⑦

②②②②②②②②②②②④④④④④④④④④④④⑥⑥⑥⑥⑥⑥⑥⑥⑥⑥⑥
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　月日の経つのは早いもので、いつの間にかもう師走１２月です。振り返
ると私にとって色々なことがあった１年も、あと一月足らずです。

�　�　�

　私の住む野木地区では、１２月３日に、奇祭といわれる毎年恒例の野木
神社の“御帰社祭”が催されます。町の無形民族文化財指定の「太々神
楽」や復活した「五行の舞」が、「来年も良い年になりますように」と無
病息災、五穀豊穣、家内安全、社会の平和を願って、おごそかに奉納さ
れます。五行の舞の五行とは５人の神々を現す舞だそうです。舞子は、
大字野木地内に住む９歳、１０歳の女の子たちです。衣装は白い上衣に赤
のはかま、上に千早という被布を着て、頭上には金ピカの冠を載せます。
右手にはそれぞれ５人が赤色、白色、黄色、緑色、紫色の幣束を持ちま
す。左手でシャンシャンと鈴を鳴らしながら舞う舞は、まるでお姫様の
ように感じられます。神社境内には各地区の世話人さんたち自慢の美味
しいおでんなどのサービスがあったり、夜店なども出て大変賑わいます。
神社参道では「提灯もみ」も行われます。３～４ｍの竹ざおに各地区名
を記した提灯を持った子どもや若者たちが掛け声をかけてもみ合う、男
らしく壮観なものです。この提灯もみは、昔「七郷まわり」の際に、各
地で裸男が出て提灯を掲げてもみあったことが起源であるといわれてい
ます。この祭りが終わると、野木地区にも本格的な冬の訪れとなります。
神社の参拝も兼ねてどうぞご覧になることをお勧めします。

�　�　�

　昨年の夏頃から病気で入退院を繰り返していた夫が、５月にはとうと
う帰らぬ人となってしまいました。また、今年の夏の厳しい暑さに耐え
切れず、お嫁さんの最愛のお父さんも７月には亡くなってしまいました。
しかし、悪いことばかりでもなく、孫の高校入学という我が家にとって
は嬉しい出来事もありました。長い人生の間の喜怒哀楽は当然のことか
も知れませんが、様々な出来事が一気にやって来てしまった様で、この
１年間は家族共々大変な年になってしまいました。
　そんな理由もあって、私の生きがいでもある小学生への読み聞かせボ
ランティアの活動を１学期の間はお休みさせていただきました。読み聞
かせグループ「夢ポケット」の仲間には大変な迷惑をかけてしまいまし
た。お彼岸が過ぎて一段落して、読み聞かせの活動も再開することがで
きました。秋には“野木小っ子祭り”や思川浄化センターで行われた“下
水道フェスティバル”などにも参加し多くの感動も受けることもできま
した。これからも、なるべく地域の行事などにも率先して参加するよう
心がけていきたいと思います。
　今年の困難を心のバネにして頑張らねばと思う今日この頃です。「い
つでも自分への挑戦あるのみ」と自分に言い聞かせ、そして自分で自分
を励ましながら頑張っていきたい。夫の他界という現実に直面し、それ
らを乗り越えていきたいものです。
　来年こそは良い年になりますように。

「
来
年
こ
そ
は
良
い
年
に
な
り
ま
す
よ
う
に
」

広報連絡委員

高田　ウメ

広報連絡委員
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お知らせ
Inform

ation

年
末
年
始
業
務
案
内

役
場
窓
口

　

年
末
か
ら
年
始
に
か
け
て
、
役
場

は
次
の
と
お
り
休
み
に
な
り
ま
す
。

休
む
期
間

　
　

月　

日（
土
）〜
１
月
３
日（
木
）

１２

２９

　

休
み
に
入
る
前
の　

月　

日
と
、

１２

２８

業
務
開
始
の
１
月
４
日
は
、
特
に
窓

口
が
混
み
合
い
ま
す
。
こ
の
日
は
避

け
て
、
で
き
る
だ
け
前
も
っ
て
利
用

さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

自
動
交
付
機（
磁
気
カ
ー
ド
で
住

民
票
と
印
鑑
証
明
交
付
）の
利
用
は
、

停
電
・
保
守
点
検
以
外
は
毎
日（
祝

日
・
年
末
年
始
）利
用
で
き
ま
す
。

午
前
８
時　

分
か
ら
午
後
５
時　

分

３０

３０

ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
。

休
み
中
の
届
出

　

役
場
が
休
み
の
間
で
も
、
次
の
届

出
は
当
直
職
員
が
扱
い
ま
す
。

�
出
生
届

�
死
亡
届

�
婚
姻
届
等
の
戸
籍
届
出

　

夜
間（
午
後
５
時　

分
〜
午
前
８

３０

時　

分
）に
つ
い
て
は
、
次
へ
連
絡

３０
く
だ
さ
い
。

夜
間
連
絡
先

　

日
月
警
備
保
障
栃
木
㈱

�
０
２
８
５（　

）６
７
５
１

２３

問
町
住
民
課　
　
�
（　

）４
１
２
６

５７

ご
み
収
集
・
し
尿
く
み
取
り

　
　

月
は
、
大
掃
除
な
ど
で
ご
み
の

１２
出
や
す
い
時
期
で
す
。
ご
み
収
集
が

休
み
に
な
る
前
に
、
早
め
に
ご
み
を

出
す
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

年
末
年
始
の
ご
み
収
集
・
し
尿
く

み
取
り
等
は
、
次
の
と
お
り
休
み
に

な
り
ま
す
。

ご
み
収
集
休
止
期
間

　
　

月　

日（
日
）〜
１
月
３
日（
木
）

１２

３０

※
事
業
所
の
ご
み
に
つ
い
て
も
同
期

間
休
止
と
な
り
ま
す
。

し
尿
く
み
取
り
等
休
止
期
間

　
　

月　

日（
土
）〜
１
月
６
日（
日
）

１２

２９

問
町
環
境
交
通
課�
（　

）４
１
３
１

５７

そ
の
他
の
公
共
施
設

　

役
場
以
外
の
公
共
施
設
等
の
年
末

年
始
休
み
は
次
の
と
お
り
で
す
。

�
　

月　

日（
金
）〜
１
月
３
日（
木
）

１２

２８

　

図
書
館

�
　

月　

日（
金
）〜
１
月
４
日（
金
）

１２

２８

　

町
公
民
館

　

町
体
育
セ
ン
タ
ー

　

町
総
合
運
動
公
園

　

町
武
道
館

　

町
弓
道
場

　

篠
山
運
動
場

　

犬
の
広
場
ド
ッ
グ
ラ
ン

�
　

月　

日（
土
）〜
１
月
３
日（
木
）

１２

２９

　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー（
ホ
ー
プ
館
）

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

丸
林
保
育
所

　

丸
林
保
育
所
分
園

　

あ
か
つ
か
児
童
セ
ン
タ
ー

　

新
橋
児
童
館

　

エ
ニ
ス
ホ
ー
ル

※
ゆ
〜
ら
ん
ど
に
つ
い
て
は
、
Ｐ　
２２

エ
ニ
ス
ホ
ー
ル
イ
ベ
ン
ト
情
報
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

町
職
員
の
募
集

職
種
・
受
験
資
格

　

保
健
師　

１
名

　

昭
和　

年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

５６

　

れ
た
方
で
、
保
健
師
の
資
格
を
有

　

す
る
方
又
は
平
成　

年
３
月　

日

２０

３１

　

ま
で
に
保
健
師
の
資
格
を
取
得
す

　

る
見
込
の
方

試　

験　

１
月　

日（
火
）

２２

試
験
会
場　

野
木
町
役
場

試
験
方
法　

論
文
・
面
接
試
験

申
込
受
付　
　

月　

日
〜　

日

１２

１０

２１

　

※
来
庁�
土
・
日
・
祝
日
除
く

　

※
郵
送�
　

月　

日
消
印
有
効

１２

２１

受
付
場
所　

町
総
務
課

採
用
予
定　
　

年
４
月
１
日

２０

※
募
集
要
項
を　

月
３
日
か
ら
町
総

１２

務
課
で
配
布
し
ま
す
。
町
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま

す
。

問
町
総
務
課　
　
�
（　

）４
１
１
１

５７

（12）



お知らせ

国
際
交
流
協
会
よ
り

世
界
の
料
理
教
室

　

ド
イ
ツ
の
伝
統
的
な
ク
リ
ス
マ
ス

用
ク
ッ
キ
ー
作
り
を
、
一
緒
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日　

時　
　

月
９
日（
日
）

１２

　
　
　
　

午
前　

時
〜
午
後
２
時

１０

場　

所　

町
公
民
館

対　

象　

町
在
住
在
勤
者

定　

員　

先
着
８
名

講　

師

　

ウ
ル
リ
ー
ケ
・
エ
ア
メ
ル
さ
ん

　
（
下
野
市
国
際
交
流
員
）

参
加
費　

１
人
３
０
０
円（
当
日
）

申
込
期
間　
　

月
３
日
〜
５
日

１２

申
込
方
法

　

町
総
務
課
内
町
国
際
交
流
協
会

　

事
務
局
へ（
電
話
可
）

国
際
交
流
サ
ロ
ン 

〜
年
末
パ
ー
テ
ィ
ー
〜

　

恒
例
の
年
末
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
催

し
ま
す
。
留
学
中
の
学
生
を
招
い
て
、

手
作
り
ド
イ
ツ
ク
ッ
キ
ー
を
食
べ
な

が
ら
音
楽
演
奏
を
聞
い
て
、
一
緒
に

交
流
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

日　

時　
　

月
９
日（
日
）

１２

　
　
　
　

午
後
２
時
〜
４
時　

分
３０

場　

所　

町
公
民
館

内　

容

�
三
味
線
、
二
胡
、
ギ
タ
ー
、
ピ
ア

　

ノ
な
ど
の
音
楽
演
奏

�
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム

対　

象
子
ど
も
か
ら
学
生
・
一
般
の
方
ま

で
、
ど
な
た
で
も

定　

員　

先
着　

名
３０

参
加
無
料

申
込
期
間　
　

月
３
日
〜
７
日

１２

申
込
方
法

　

町
総
務
課
内
町
国
際
交
流
協
会
事

　

務
局
へ（
電
話
可
）

キ
ム
チ
づ
く
り
教
室

　

お
正
月
用
キ
ム
チ
を
作
っ
て
み
ま

せ
ん
か
。
国
際
交
流
活
動
の
一
環
と

し
て
開
催
し
ま
す
。

日　

時　
　

月　

日（
土
）

１２

２２

　
　
　
　

午
前
９
時　

分
〜

３０

場　

所　

町
公
民
館

対　

象　

町
在
住
在
勤
者

定　

員

　
　

名（
定
員
超
え
の
場
合
は
抽
選
）

１５
※
先
着
順
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

参
加
費　

１
人
５
０
０
円（
当
日
）

申
込
期
間　
　

月　

日
〜　

日

１２

１０

１２

申
込
方
法

　

町
総
務
課
内
町
国
際
交
流
協
会
事

　

務
局
へ（
電
話
可
）

※
あ
ら
か
じ
め
白
菜
２
個（
自
費
）を

塩
漬
け
に
し
、
当
日
持
参
す
る
。

※
塩
漬
け
の
方
法
は
、
別
途
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

問
町
国
際
交
流
協
会
事
務
局

　
（
町
総
務
課
内
）�
（　

）４
１
１
１

５７

平
成　

年
成
人
式

２０

　

成
人
式
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日　

時　

１
月　

日（
日
）

１３

　
　
　
　

午
前　

時
〜

１０

　
　
　
　
（
受
付
午
前
９
時　

分
〜
）

２０

場　

所　

エ
ニ
ス
ホ
ー
ル

内　

容　

式
典
・
記
念
写
真
撮
影
等

対　

象
昭
和　

年
４
月
２
日
〜
昭
和　

年

６２

６３

４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
町
在
住
者
、

本
町
出
身
者

※
案
内
状
は
、　

月
上
旬
に
は
届
く

１２

よ
う
に
発
送
し
ま
す
。

※
対
象
者
の
う
ち
、
現
在
町
外
に
住

所
を
移
さ
れ
た
方
が
参
加
を
希
望
さ

れ
る
場
合
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
町
生
涯
学
習
課�
（　

）４
１
８
８

５７

放
送
大
学
４
月
入
学
生
募
集

　

放
送
大
学
で
は
、　

年
度
第
１
学

２０

期（
４
月
入
学
）の
学
生
を
募
集
し
ま

す
。

　

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
等
の
放
送

を
利
用
し
て
授
業
を
行
う
通
信
制
の

大
学
で
す
。
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・

歴
史
・
文
学
・
自
然
科
学
な
ど
、
幅

広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。
働
き
な
が

ら
の
大
学
卒
業
や
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
、

退
職
後
の
生
き
が
い
づ
く
り
な
ど
、

様
々
な
目
的
で
幅
広
い
世
代
、
職
業

の
方
が
学
ん
で
い
ま
す
。

　

資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま

す
。
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
放
送
大
学
栃
木
学
習
セ
ン
タ
ー

　
�
０
２
８（
６
３
２
）０
５
７
２

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
U
R
L

（13）
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お知らせ

　

年
度
分
市
町
村
民
税
道
府
県

１９民
税
減
額
申
告
書
に
つ
い
て

　

税
源
移
譲
に
よ
り　

年
度
の
住
民

１９

税（　

年
中
の
所
得
で
計
算
）が
増
加

１８

し
た
分
は
、　

年
分
の
所
得
税（　

１９

１９

年
中
の
所
得
で
計
算
）で
調
整
さ
れ
、

負
担
の
増
減
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
、　

年
中
の
所
得
が
大
き
く
減
少

１９

し
、
所
得
税
が
課
税
さ
れ
な
い
場
合
、

所
得
税
で
調
整
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な　

年
中
と　

年
中
の
所

１８

１９

得
変
動
に
よ
る
負
担
増
を
調
整
す
る

た
め
に
、　

年
度
分
の
住
民
税
を
移

１９

譲
前
の
税
率
の
住
民
税
額
ま
で
減
額

す
る
経
過
措
置
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

な
お
、
こ
の
措
置
は　

年
度
の
住
民

１９

税
に
限
っ
て
適
用
さ
れ
る
も
の
で
す
。

対　

象　

①
と
②
を
満
た
す
方

計
算
方
法

　
　

年
度
の
課
税
総
所
得
金
額
、
課

１９
税
退
職
所
得
金
額
、
課
税
山
林
所
得

金
額
に
つ
き
、「
移
譲
後
の
税
率
を
適

用
し
、
調
整
控
除
を
行
っ
た
後
の
税

額
」
か
ら
「
移
譲
前
の
税
率
を
適
用
し

た
税
額
」
を
差
し
引
い
た
額
を
減
額

し
ま
す
。
既
に
納
付
済
み
の
場
合
は
、

還
付
し
ま
す
。

申
告
期
間　
　

年
７
月
１
日
〜　

日

２０

３１

申
告
書
提
出
先

　
　

年
１
月
１
日
現
在
の
住
所
地
の

１９
市
町
村（　

年
度
の
住
民
税
を
課
税

１９

し
て
い
る
市
町
村
）へ「　

年
度
分
市

１９

町
村
民
税
道
府
県
民
税
減
額
申
告

書
」
を
提
出
し
た
場
合
に
限
り
適
用
。

申
告
書
の
配
布
場
所　

町
税
務
課

問
町
税
務
課　
　
�
（　

）４
１
２
２

５７

住
民
税
の「
住
宅
借
入
金
等

特
別
税
額
控
除
申
告
書（
住

宅
ロ
ー
ン
控
除
）」に
つ
い
て

　
　

年
に
行
わ
れ
た
税
源
移
譲
に
よ

１９
り
所
得
税
額
が
減
少
す
る
結
果
、

①「
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
限
度
額
」
が

「
所
得
税
額
」
よ
り
大
き
な
金
額
と

な
り
、
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
が
所
得
税

か
ら
控
除
し
き
れ
な
く
な
っ
た

②
税
源
移
譲
前
の
税
制
に
お
い
て
も

控
除
し
き
れ
な
か
っ
た
が
、
控
除
し

き
れ
な
い
額
が
大
き
く
な
っ
た

な
ど
の
影
響
を
生
じ
さ
せ
な
い
た
め
、

移
譲
前
の
所
得
税
額
に
お
い
て
控
除

で
き
た
額
と
同
等
の
負
担
減
と
な
る

よ
う
に
個
人
住
民
税（
所
得
割
）の
減

額
措
置
を
講
じ
る
も
の
で
す
。
な
お
、

こ
の
措
置
は　

年
度
分
か
ら　

年
度

２０

２８

分
ま
で
の
住
民
税
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

対　

象

　
　

年
か
ら　

年
ま
で
の
間
に
居
住

１１

１８

し
た
方
で
①
、
②
に
該
当
す
る
方

※
年
末
調
整
で
所
得
税
の
住
宅
ロ
ー

ン
控
除
済
み
の
方
は
、　

年
分
源
泉

１９

徴
収
票
の
摘
要
欄
に
住
宅
借
入
金
等

特
別
控
除
可
能
額
○
○
○
円
と
記
載

さ
れ
て
い
れ
ば
、
申
告
対
象
。

計
算
方
法

（14）

Inform
ation

表）個人住民税と所得税の人的控除額の差（単位：万円）

人的控除
額の差　

所得税
個　人
住民税

１２７２６普 通障 害 者
控　 除 １０４０３０特 別

１２７２６一 般寡　 婦
控　 除 ５３５３０特 別

１２７２６寡夫控除

１２７２６勤労学生控除

５３８３３一 般配 偶 者
控　 除 １０４８３８老 人

５３８３３３８万円超　
４０万円未満配 偶 者

特　 別
控　 除 ３３６３３４０万円以上

４５万円未満

５３８３３一 般

扶　 養

控　 除

１８６３４５特 定

１０４８３８老 人

１３５８４５同居老親

１２３５２３同居特別障害者加算

５３８３３基礎控除

所
得
税
と
の

人
的
控
除
額
の
差
の

合
計
額

所
得
税
と
の

人
的
控
除
額
の
差
の

合
計
額

＞

≦

①

②

　

年
度
住
民
税
の

１９課
税
所
得
金
額

（
申
告
分
離
課
税
分
除
く
）

　

年
度
住
民
税
の

２０課
税
所
得
金
額

（
申
告
分
離
課
税
分
含
む
）

住宅ローン控除額

＝

①又は②の少ない方の金額

前年分の所得税の住宅借入金等
特別税額控除額

①

②
税源移譲前の税率で算出した
前年分の所得税額

税源移譲後の税率で
算出した所得税額－

※移譲前、移譲後の所得税額
ともに、住宅借入金等特別税
額控除適用前の所得税額



お知らせ

申
告
期
限
等

　

そ
の
年
の
３
月　

日
ま
で
に
「
市

１５

　

町
村
民
税
道
府
県
民
税
住
宅
借
入

　

金
等
特
別
税
額
控
除
申
告
書
」
を

　

提
出
し
た
場
合
に
限
り
適
用
さ
れ

　

ま
す
。（　

年
は
、
３
月　

日
ま
で
。

２０

１７

　

期
限
後
申
告
は
、
納
税
通
知
書
が

　

送
達
さ
れ
る
時
ま
で
）

申
告
書
提
出
先

①
年
末
調
整
の
み
の
方

�
そ
の
年
の
１
月
１
日
現
在
の
住
所

　

地
の
市
町
村
へ

②
確
定
申
告
書
を
提
出
す
る
方

�
税
務
署
経
由
で
市
町
村
へ

申
告
書
の
配
布
場
所

　

町
税
務
課（
準
備
中
）

※
申
告
書
は
、
２
種
類
あ
り
、
３
枚

複
写
で
す
。

①「
確
定
申
告
さ
れ
る
方
用
」

　
（
税
務
署
で
も
配
布
）

②「
給
与
収
入
の
み
で
確
定
申
告
書

を
提
出
し
な
い（
年
末
調
整
の
み
）

方
用
」（
源
泉
徴
収
票
添
付
）

　
※
申
告
書
記
載
要
領
は
、
町
税
務
課

で
配
布
し
ま
す
。

問
町
税
務
課　
　
�
（　

）４
１
２
２

５７

農
業
所
得
の
あ
る
皆
さ
ん
へ

　
　

年
分
の
農
業
所
得
か
ら
全
て
の

１８
方
が
「
収
支
計
算
」
に
よ
る
申
告（
青

色
申
告
者
以
外
）と
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、
２
月
か
ら
の
確
定
申
告
期
間

中
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　

収
支
計
算
と
は
、
１
年
分
の
農
業

に
関
す
る
収
入
金
額
や
必
要
経
費
等

の
金
額
を
記
帳
し
て
、
そ
の
記
帳
に

基
づ
い
て
所
得
を
申
告
す
る
方
法
で

す
。
申
告
の
際
、「
収
支
内
訳
書
」（
１

月
分
〜　

月
分
の
収
入
・
経
費
等
を

１２

記
載
）の
提
出
が
必
要
で
す
。

問
町
税
務
課　
　
�
（　

）４
１
２
１

５７

「
所
得
申
告
参
考
資
料
」に
つ
い
て

　

国
民
健
康
保
険
税
・
介
護
保
険
料

（
普
通
徴
収
分
）の
納
税
義
務
者
等
で
、

口
座
振
替
の
方
に
つ
い
て
は
、
１
月

末
頃
「
口
座
振
替
領
収
済
通
知
書
」

を
郵
送
す
る
予
定
で
す
が
、
年
末
調

整
等
で
事
前
に
必
要
な
方
は
町
税
務

課
ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
来
庁
の
際
、「
納
税
通
知
書
」
及
び

「
身
分
を
証
明
す
る
も
の
」（
運
転
免

許
証
、保
険
証
等
）を
持
参
く
だ
さ
い
。

問
町
税
務
課　
　
�
（　

）４
１
２
１

５７

町
は
滞
納
整
理
の
強
化
を

進
め
ま
す

　

納
税
の
公
平
と
税
収
の
確
保
を
図

る
た
め
、　

月
を
「
市
町
村
税
徴
収

１２

強
化
月
間
」
と
し
て
、
県
と
市
町
の

協
働
に
よ
り
、
全
県
下
一
斉
に
徴
収

の
強
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

野
木
町
で
は
、
自
主
的
な
納
税
を

期
待
し
て
い
ま
す
。
期
限
を
過
ぎ
て

も
納
付
が
な
い
場
合
は
、
財
産
の
滞

納
処
分（
差
押
・
公
売
な
ど
）を
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
差
押
財
産
の

調
査
の
た
め
、
滞
納
者
の
住
居
や
事

業
所
の
捜
索
、
自
動
車
等
の
差
押
を

す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
滞
納
処
分

を
し
な
く
て
も
よ
い
よ
う
に
、
皆
さ

ん
の
自
主
的
な
納
税
を
お
願
い
し
ま

す
。

町
の
税
収
確
保
に
向
け
た
取
組
み

�
納
税
相
談

　

町
税
等
を
納
期
限
内
に
納
め
る
こ

と
が
困
難
な
方
の
相
談
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

�
納
税
催
告

　

納
期
限
を
過
ぎ
て
も
納
付
が
な
い

方
に
対
し
、
督
促
状
・
催
告
書
の
送

付
、
電
話
催
告
、
自
宅
訪
問
、
勤
務

先
訪
問
を
行
い
ま
す
。

�
財
産
調
査

　

滞
納
者
の
財
産
に
つ
い
て
、
官
公

署
、
金
融
機
関
、
保
険
会
社
、
通
信

機
関
等
に
対
し
て
調
査
を
行
い
ま
す
。

�
給
与
調
査

　

滞
納
者
の
給
与
を
差
押
す
る
た
め
、

勤
務
先
に
対
し
給
与
の
調
査
を
行
い

ま
す
。

�
差
押
処
分

　

不
動
産
・
預
貯
金
や
生
命
保
険
、

給
与
の
ほ
か
、
自
動
車
な
ど
の
差
押

を
行
い
ま
す
。
差
押
後
も
納
付
さ
れ

な
い
場
合
、
差
押
財
産
の
公
売
・
取

立
を
行
い
ま
す
。

問
町
税
務
課　
　
�
（　

）４
１
２
４

５７

電
話
加
入
権
を
公
売
し
ま
す

　

自
動
車
税
等
の
滞
納
の
た
め
差
押

え
た
電
話
加
入
権
等
を
公
売
し
ま
す
。

日　

時　
　

月　

日（
木
）

１２

２０

　
　
　
　

午
前
９
時　

分
〜

４５

場　

所　

県
庁
下
都
賀
庁
舎

　
　
　
　

第
１
別
館
２
階
大
会
議
室

　
　
　
　
（
栃
木
市
神
田
町
６
‐
６
）

※
持
参
す
る
も
の
な
ど
、
詳
し
く
は

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
栃
木
県
税
事
務
所

　
　
　
�
０
２
８
２（　

）３
４
１
１

２３
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お知らせ

国
民
年
金
保
険
料
を
忘
れ
ず
に

　

年
金
は
、
老
後
や
も
し
も
の
時
に

大
き
な
安
心
と
し
て
あ
な
た
を
支
え

て
く
れ
る
も
の
で
す
。
し
か
し
、
保

険
料
の
未
納
が
続
く
と
、
年
金
を
受

け
ら
れ
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

い
ざ
と
い
う
と
き
に
困
ら
な
い
よ
う
、

保
険
料
は
き
ち
ん
と
納
め
ま
し
ょ
う
。

免
除
・
納
付
猶
予
制
度
が
あ
り
ま
す

　

経
済
的
な
理
由
な
ど
で
保
険
料
を

納
め
る
こ
と
が
困
難
な
と
き
、
届
出

や
申
請
を
す
る
と
、
保
険
料
の
納
付

が
全
額
又
は
一
部
免
除
さ
れ
る
制
度

や
納
付
猶
予
制
度
が
あ
り
ま
す
。
納

付
に
困
っ
た
と
き
は
、
未
納
の
ま
ま

に
せ
ず
相
談
く
だ
さ
い
。

学
生
納
付
特
例
制
度
が
あ
り
ま
す

　

学
生
で
、
本
人
の
前
年
所
得
が
一

定
以
下（
所
得
１
１
８
万
円
以
下
）の

場
合
、
申
請
し
て
認
め
ら
れ
る
と
、

在
学
中
の
保
険
料
を
卒
業
後
に　

年
１０

以
内
で
あ
れ
ば
納
付
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

免
除
・
納
付
猶
予
・
特
例
期
間
は
年

金
受
給
に
つ
な
が
り
ま
す

　

保
険
料
を
未
納
の
ま
ま
に
せ
ず
に

き
ち
ん
と
免
除
や
特
例
の
申
請
を
し

て
お
け
ば
、
年
金
を
受
け
る
た
め
の

資
格
期
間
に
含
ま
れ
ま
す
。
ま
た
、

こ
の
申
請
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
免

除
や
特
例
を
受
け
た
期
間
分
の
保
険

料
は　

年
以
内
な
ら
あ
と
か
ら
追
納

１０

す
る
こ
と
が
で
き
、
老
齢
基
礎
年
金

を
満
額
に
近
づ
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
２
年
を
経
過
し
た
期
間
に
つ
い

て
納
付
す
る
場
合
、
政
令
で
定
め
ら

れ
た
額
が
加
算
さ
れ
ま
す
。
手
持
ち

の
納
付
書
で
は
な
く
、
再
発
行
納
付

書
で
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
栃
木
社
会
保
険
事
務
所

　
　
　
�
０
２
８
２（　

）６
０
７
４

２２

　

町
保
健
年
金
課�
（　

）４
１
３
７

５７

年
末
の
交
通
安
全 

県
民
総
ぐ
る
み
運
動

マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
！
あ
な
た
が
主
役
で
す

期　

間　
　

月　

日
〜　

日

１２

１１

３１

運
動
の
重
点

①
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

②
飲
酒
運
転
・
暴
走
運
転
の
根
絶

③
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
交
通
事
故
防
止

問
町
環
境
交
通
課�
（　

）４
１
３
２

５７

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
募
集

　
「
ご
み
処
理
施
設
建
設
基
本
構
想
」

を
策
定
す
る
た
め
、
幅
広
く
住
民
か

ら
の
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

閲
覧
場
所

�
小
山
広
域
保
健
衛
生
組
合
総
務
課

�
小
山
市
環
境
課

�
下
野
市
環
境
課

�
野
木
町
環
境
交
通
課

�
小
山
広
域
保
健
衛
生
組
合
ホ
ー
ム

　

ペ
ー
ジ

募
集
期
間　
　

月　

日
〜
１
月　

日

１２

１０

１０

提
出
方
法

　

小
山
広
域
保
健
衛
生
組
合
パ
ブ
リ

ッ
ク
コ
メ
ン
ト
制
度
実
施
要
綱
に
よ

る
。
書
面
に
よ
り
直
接
提
出
し
て
い

た
だ
く
か
、
郵
便
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ

ー
ル
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
様
式

は
任
意
で
す
が
、
住
所
・
氏
名
・
年

齢
・
職
業
・
電
話
番
号
を
明
記
し
て

く
だ
さ
い
。

提
出
先

　

小
山
広
域
保
健
衛
生
組
合
総
務
課

　

〒
３
２
３
‐
０
０
４
３

　

小
山
市
塩
沢
６
０
４

　
　
　
�
０
２
８
５（　

）３
２
２
９

２２

　
�

※
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意
見
は
、

十
分
に
検
討
の
上
、
項
目
内
容
ご
と

に
整
理
・
分
類
し
、
こ
れ
に
関
す
る

組
合
の
考
え
方
を
公
表
い
た
し
ま
す
。

個
々
の
ご
意
見
に
は
直
接
回
答
は
い

た
し
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

問
小
山
広
域
保
健
衛
生
組
合

　
　
　
�
０
２
８
５（　

）２
８
０
９

２２

製
造
事
業
者
の
皆
様
へ

　

経
済
産
業
省
で
は
、「
工
業
統
計
調

査
」
を　

月　

日
現
在
で
実
施
し
ま

１２

３１

す
。
こ
の
調
査
は
、
製
造
業
を
営
む

事
業
所
を
対
象
に
、
そ
の
活
動
実
態

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
実
施
し
ま
す
。

　

調
査
結
果
は
、
国
や
地
方
公
共
団

体
の
行
政
施
策
の
基
礎
資
料
と
し
て

利
用
さ
れ
る
と
と
も
に
、
企
業
や
大

学
な
ど
で
の
研
究
資
料
、
小
・
中
・

高
校
の
教
材
な
ど
で
幅
広
く
利
用
さ

れ
て
い
ま
す
。
統
計
法
に
基
づ
き
調

査
内
容
の
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の

で
、
正
確
な
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
県
統
計
課

　
　
�
０
２
８（
６
２
３
）２
２
５
０

　

町
企
画
財
政
課�
（　

）４
１
１
６

５７
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お知らせ

建
築
確
認
・
検
査
の
手
続

き
が
変
わ
り
ま
し
た

　

一
昨
年　

月
に
発
覚
し
た
構
造
計

１１

算
書
偽
装
事
件
の
よ
う
な
問
題
を
二

度
と
起
こ
さ
な
い
よ
う
、
昨
年
の
通

常
国
会
に
お
い
て
、「
建
築
確
認
・
検

査
の
厳
格
化
」
を
大
き
な
柱
と
す
る

建
築
基
準
法
等
の
一
部
改
正
が
行
わ

れ
、
６
月　

日
か
ら
施
行
さ
れ
て
い

２０

ま
す
。

　

建
築
確
認
・
検
査
は
、
建
築
物
の

安
全
を
確
保
す
る
た
め
の
重
要
な
手

続
き
で
、
直
接
に
は
、
設
計
者
や
工

事
施
工
者
が
対
応
さ
れ
る
も
の
と
思

わ
れ
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
手
続
き
が

円
滑
に
行
わ
れ
る
た
め
に
は
、
建
築

主
の
皆
様
の
理
解
が
必
要
不
可
欠
で

す
。

�
建
築
確
認
・
検
査
の 

厳
格
化
の
概
要

�
構
造
計
算
適
合
性
判
定
制
度
の
導
入

　

高
度
な
構
造
計
算
を
行
う
建
築
物

（
一
般
的
に
は
一
定
の
高
さ
以
上
等

の
建
築
物
が
対
象
に
な
り
ま
す
が
、

比
較
的
小
規
模
な
建
築
物
で
も
対
象

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）に
つ
い

て
は
、
第
三
者
機
関
に
よ
る
構
造
審

査（
ピ
ア
チ
ェ
ッ
ク
）が
義
務
付
け
ら

れ
ま
し
た
。

�
審
査
期
間
の
延
長

　

構
造
計
算
適
合
性
判
定
制
度
の
導

入
等
に
伴
い
、
建
築
確
認
の
審
査
期

間
が
延
長
さ
れ
ま
し
た
。（　

日
間
→

２１

　

日
間
。
た
だ
し
、
詳
細
な
構
造
審

３５査
を
要
す
る
場
合
に
は
最
大
で　

日
７０

間
）

�
指
針
に
基
づ
く
厳
格
な
審
査
の
実
施

　

従
来
、
設
計
者
の
チ
ェ
ッ
ク
が
不

十
分
な
設
計
図
書
で
あ
っ
て
も
、
審

査
段
階
で
の
補
正
が
幅
広
く
認
め
ら

れ
て
き
ま
し
た
が
、
軽
微
な
不
備
を

除
き
、
設
計
図
書
に
法
令
に
適
合
し

な
い
箇
所
や
不
整
合
な
箇
所
が
あ
る

場
合
に
は
、
再
申
請
を
求
め
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。
ま
た
、
設
計
内
容
の

変
更
を
行
う
場
合
に
は
、
軽
微
な
変

更
を
除
き
、
当
該
部
分
の
工
事
前
に

計
画
変
更
の
確
認
を
受
け
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
こ
と
を
徹
底

す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
建
築
確
認
・
検
査
の
手
数

料
は
、
特
定
行
政
庁（
自
治
体
）や
指

定
確
認
検
査
機
関（
民
間
）が
そ
れ
ぞ

れ
定
め
る
も
の
で
す
が
、
こ
れ
ら
の

安
全
確
保
を
図
る
た
め
の
措
置
に
伴

い
、
所
要
の
見
直
し
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

�
建
築
主
の
皆
様
へ

・
設
計
条
件
や
要
求
事
項
に
つ
い
て
、

設
計
者
と
事
前
に
綿
密
に
打
ち
合
わ

せ
を
行
い
、
意
匠
・
構
造
・
設
備
の

整
合
性
の
と
れ
た
設
計
図
書
に
よ
り

確
認
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
設
計
図
書
の
作
成
や
確
認
申
請
の

手
続
き（
構
造
計
算
適
合
性
判
定
の

対
象
と
な
る
場
合
に
は
、
そ
の
手
続

き
も
含
み
ま
す
）に
必
要
な
期
間
を

考
慮
し
て
、
で
き
る
だ
け
余
裕
の
あ

る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
設
定
し
て
く
だ

さ
い
。

・
設
計
内
容
の
変
更
を
行
う
場
合
は
、

軽
微
な
変
更
を
除
き
、
計
画
変
更
の

確
認
の
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す

の
で
、
当
初
の
建
築
確
認
申
請
の
段

階
で
設
計
内
容
を
十
分
に
詰
め
て
お

く
と
と
も
に
、
設
計
内
容
の
変
更
を

検
討
す
る
場
合
は
、
工
事
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
へ
の
影
響
に
つ
い
て
十
分
に
留

意
し
て
く
だ
さ
い
。

問
国
土
交
通
省
住
宅
局
建
築
指
導
課

　
　
�
０
３（
５
２
５
３
）８
５
１
３

巡
回
住
宅
相
談
会

　

栃
木
県
で
は
、
住
宅
に
関
す
る
相

談
に
つ
い
て
、
建
築
士
・
司
法
書
士

な
ど
建
築
関
係
専
門
の
相
談
員
が
お

答
え
す
る
「
巡
回
住
宅
相
談
会
」
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
相
談
料
は
無
料

で
、
事
前
予
約
の
方
を
優
先
し
ま
す
。

予
約
な
し
で
も
、
当
日
お
い
で
い
た

だ
け
れ
ば
相
談
で
き
ま
す
。
お
気
軽

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

事
前
予
約

　
�
栃
木
県
建
築
士
会

　
　
�
０
２
８（
６
３
９
）３
１
５
０

問
県
住
宅
課

　
　
�
０
２
８（
６
２
３
）２
４
８
４

（17）

会　場日　時

塩谷町役場プレハブ会議室
午
後
１
時　

分
〜
４
時

３０

１２/４（火）１

上三川町役場ロビー町民相談室１２/２０（木）２

大田原市黒羽温泉五峰の湯２階和室１/２５（金）３

下野市南河内公民館会議室２/７（木）４

市貝町役場１０１会議室２/２０（水）５

藤岡町中央公民館１階研修室３/６（木）６



お知らせ

農
業
用
軽
油
免
税
証
の
申
請

　

農
作
業
に
使
用
す
る
軽
油
は
、
免

税
証
の
交
付
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り

軽
油
引
取
税
が
免
税
に
な
り
ま
す
。

　
　

年
分
の
交
付
申
請
を
次
に
よ
り

２０
取
り
ま
と
め
ま
す
の
で
、
希
望
の
方

は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
日
時
・
対
象
学
区

�
１
月　

日（
金
）

１８

　

友
沼
学
区（
松
原
含
む
）

　

→
午
前
９
時　

分
〜　

時　

分

３０

１１

３０

　

南
赤
塚
学
区（
丸
林
西
含
む
）

　

→
午
後
１
時
〜
３
時

�
１
月　

日（
火
）

２２

　

野
木
学
区

　

→
午
前
９
時　

分
〜　

時　

分

３０

１１

３０

　

佐
川
野
学
区

　

→
午
後
１
時
〜
３
時

※
必
ず
期
間
内
に
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。
忘
れ
る
と
、
直
接
栃
木
県
税
事

務
所
で
手
続
き
を
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。

受
付
場
所

　

役
場
新
館
２
階
大
会
議
室

持
参
す
る
も
の　

下
表
の
と
お
り

 

問
町
農
業
委
員
会�
（　

）４
１
０
９

５７

　

栃
木
県
税
事
務
所

　
　
　
�
０
２
８
２（　

）３
４
１
６

２３

食
卓
に
こ
だ
わ
り
手
作
り
味
噌
を 

み
そ
づ
く
り
講
習
会

　

町
内
で
生
産
さ
れ
た
大
豆
・
米
を

利
用
し
て
、
じ
っ
く
り
熟
成
さ
せ
、

翌
年
に
は
お
い
し
い
手
作
り
味
噌
が

ご
賞
味
い
た
だ
け
ま
す
。

日　

時

　

１
月
９
日（
水
）、　

日（
木
）、

１０

　
　

日（
金
）　

午
前
9
時
〜

１１
※
８
日（
火
）午
後
３
時
か
ら
下
準
備

場　

所　

町
農
産
物
加
工
施
設

対　

象　

町
在
住
者

　
　
　
　
（
４
日
間
参
加
で
き
る
方
）

定　

員　

先
着　

名
１０

参
加
費　

５
０
０
０
円

　
　
　
　
（
材
料
費
等
）

持
参
す
る
物　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾

　
　
　
　
　
　

長
靴（
洗
っ
た
も
の
）

主　

催

　

町
・
Ｊ
Ａ
お
や
ま
野
木
支
店

申
込
方
法

　
　

月　

日
〜　

日
ま
で
に
参
加
費

１２

１０

１４

　

を
添
え
町
産
業
課
へ

※
申
込
の
際
に
詳
し
い
案
内
を
差
し

上
げ
ま
す
。

問
町
産
業
課　
　
�
（　

）４
１
５
１

５７

栃
木
県
最
低
賃
金
の
改
正

時
間
額　

６
７
１
円

　
　
　
　
（　

月　

日
よ
り
）

１０

２０

　

栃
木
県
最
低
賃
金
は
、
栃
木
県
内

で
事
業
を
営
む
す
べ
て
の
使
用
者
及

び
事
業
場
で
働
く
労
働
者
に
適
用
さ

れ
ま
す
。

問
栃
木
労
働
局

　
　
�
０
２
８（
６
３
４
）９
１
０
９

（18）

Inform
ation

共同で交付申請する場合個人で交付申請する場合

新規及び使用者証書き換えの場合継続の場合新規及び使用者証書き換えの場合継続の場合

①全員の耕作証明書

②免税軽油使用者証

③手数料 420 円

④全員の印鑑

⑤全員の免税軽油の引き取り等
に係る報告書（他に納品書又
は領収書。写しでも可）

※②、⑤は全く新規の方は必要
ありません。

①免税軽油使用者証

②全員の印鑑

③全員の耕作証明書（耕作面積
が変わった場合）

④全員の免税軽油の引き取り等
に係る報告書（他に納品書又
は領収書。写しでも可）

①耕作証明書

②免税軽油使用者証

③手数料 420 円

④印鑑

⑤免税軽油の引き取り等に係る
報告書（他に納品書又は領収
書。写しでも可）

※②、⑤は全く新規の方は必要
ありません。

①免税軽油使用者証

②印鑑

③耕作証明書（耕作面積が変わ
った場合）

④免税軽油の引き取り等に係る
報告書（他に納品書又は領収
書。写しでも可）

注
ア．

免
税
軽
油
使
用
者
証
に
登
録
さ

れ
て
い
る
使
用
機
械
の
入
れ
換

え
、
新
規
購
入
な
ど
で
追
加
の

も
の
が
あ
れ
ば
、
そ
の
メ
ー
カ

ー
名
、
型
式
、
馬
力
を
分
か
る

よ
う
に
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

　

イ．

今
回
は
じ
め
て
申
請
さ
れ
る
方

は
、
使
用
機
械
の
メ
ー
カ
ー
名
、

型
式
、
馬
力
を
分
か
る
よ
う
に

し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

　

ウ．

共
同
継
続
の
申
請
で
、
使
用
者

証
に
名
前
の
載
っ
て
い
な
い
方

が
加
わ
る
時
は
、
新
規
扱
い
と

な
り
ま
す
。



お知らせ

新
橋
児
童
館
イ
ベ
ン
ト

①
し
ゃ
べ
り
場

　

お
母
さ
ん
方
の
情
報
交
換
と
ス
ト

レ
ス
解
消
の
場
で
す
。

日　

時　
　

月
７
日（
金
）

１２

　
　
　
　

午
前　

時
〜
正
午

１０

申
込
不
要

②
将
棋
道
場
で
遊
ぼ
う

　

名
人
に
将
棋
を
教
え
て
も
ら
お
う
。

日　

時　
　

月
７
日（
金
）下
校
後

１２

対　

象　

小
学
生
以
上　
　

名
３０

申
込
方
法　

児
童
館
へ（
電
話
可
）

③
す
こ
や
か
栄
養
教
室

　

栄
養
士
に
離
乳
食
や
お
や
つ
に
つ

い
て
教
え
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

日　

時

　
　

月　

日（
火
）

１２

１１

　

午
前　

時　

分
〜　

時　

分

１０

３０

１１

３０

対　

象

　

幼
児
を
も
つ
お
母
さ
ん　
　

名
２０

申
込
方
法　

児
童
館
へ（
電
話
可
）

④
童
謡
付
読
み
聞
か
せ

　

音
楽
・
手
遊
び
・
踊
り
あ
り
の
１

時
間
で
す
。

日　

時

　
　

月　

日（
金
）

１２

１４

　

午
前　

時　

分
〜　

時　

分

１０

３０

１１

３０

対　

象　

幼
児
と
保
護
者

申
込
不
要

⑤
ふ
れ
あ
い
ク
リ
ス
マ
ス
会

日　

時

　
　

月　

日（
土
）

１２

２２

　

午
前　

時　

分
〜　

時　

分

１０

３０

１１

３０

参
加
料　

１
５
０
円

申
込
方
法

　
　

月　

日
ま
で
に
児
童
館
へ

１２

２１

　
（
電
話
不
可
）

※
⑤
以
外
は
参
加
無
料

�
幼
児
ク
ラ
ブ

　

気
軽
に
遊
び
に
来
て
ね
！

　

毎
週
水
・
木
曜
日

　

午
前　

時　

分
〜　

時　

分

１０

３０

１１

３０

問
新
橋
児
童
館　
�
（　

）９
１
５
５

５７

あ
か
つ
か
児
童
セ
ン
タ
ー

イ
ベ
ン
ト

①
す
こ
や
か
栄
養
教
室

　

風
邪
の
季
節
に
良
い
食
事
の
話

日　

時

　
　

月
３
日（
月
）

１２

　

午
前　

時　

分
〜　

時　

分

１０

３０

１１

３０

対　

象　

幼
児
を
も
つ
お
母
さ
ん

申
込
不
要

②
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
製
作

　

子
ど
も
た
ち
を
遊
ば
せ
な
が
ら
リ

ー
ス
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

日　

時

　
　

月　

日（
火
）

１２

１１

　

午
前　

時　

分
〜　

時　

分

１０

３０

１１

３０

対　

象　

幼
児
を
も
つ
お
母
さ
ん

　
　
　
　
　

名
２０

参
加
料　

２
０
０
円（
材
料
費
）

申
込
方
法

　
　

月
１
日
〜
７
日
ま
で
に
児
童
セ

１２

　

ン
タ
ー
へ（
電
話
不
可
）

③
ふ
れ
あ
い
ク
リ
ス
マ
ス
会

日　

時

　
　

月　

日（
土
）

１２

２２

　

午
前　

時　

分
〜　

時　

分

１０

３０

１１

３０

対　

象　

小
学
生　
　

名
２０

参
加
料　

１
５
０
円

申
込
方
法

　
　

月
１
日
〜
７
日
ま
で
に
児
童
セ

１２

　

ン
タ
ー
へ（
電
話
不
可
）

④
映
画
祭

　

映
画
三
本
立
て
！
＆
サ
プ
ラ
イ
ズ

日　

時　
　

月　

日（
水
）

１２

２６

　
　
　
　

午
前　

時　

分
〜
正
午

１０

３０

対　

象　

幼
児
〜

申
込
不
要

⑤
百
人
一
首
講
座

日　

時　

１
月　

日
、　

日

１２

２６

　
　
　
　

２
月
２
日
、
９
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
１
時　

分
〜
３
時

３０

対　

象　

中
学
生
・
高
校
生

申
込
方
法

　
　

月　

日
〜　

日
ま
で
に
児
童
セ

１２

２２

２７

　

ン
タ
ー
へ（
電
話
可
）

※
②
③
以
外
は
無
料

問
あ
か
つ
か
児
童
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
�
（　

）１
４
４
０

５４

（19）



お知らせ

あ
ん
し
ん
・
か
い
て
き 

介
護
者
教
室

　

介
護
者
の
皆
さ
ん
が
、
毎
日
の
介

護
を
、
安
心
し
て
快
適
に
行
え
る
よ

う
、
実
際
に
役
立
つ
具
体
的
な
方
法

を
学
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

日
時
・
内
容　

プ
ロ
グ
ラ
ム
参
照

会　

場　

町
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

町
公
民
館

対　

象　

介
護
に
携
わ
っ
て
い
る
方
、

　
　
　
　

関
心
の
あ
る
方　
　

名
２０

申
込
方
法　
　

月
３
日
〜

１２

　
　
　
　
　

町
健
康
福
祉
課
へ

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切

問
町
健
康
福
祉
課�
（　

）４
１
７
３

５７

Ｈ
Ｉ
Ｖ
抗
体
検
査
・
性
感

染
症
検
査

　

県
南
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は
、

世
界
エ
イ
ズ
デ
ー（　

月
１
日
）に
あ

１２

た
り
、
夜
間
検
査
を
実
施
し
ま
す
。

予
約
は
不
要
で
す
。

日　

時　
　

月
４
日
、　

日
（
火
）

１２

１１

　
　
　
　

午
後
６
時
〜
７
時

場　

所

　

県
庁
小
山
庁
舎
本
館
２
階

　

県
南
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
（
小
山
市
犬
塚
３
‐
１
‐
１
）

内　

容

　

血
液
検
査

　

・
Ｈ
Ｉ
Ｖ
抗
体
検
査

　

・
梅
毒
、
性
器
ク
ラ
ミ
ジ
ア
検
査

※
感
染
の
可
能
性
が
あ
っ
て
か
ら
８

週
間
以
上
経
過
し
て
い
る
こ
と
。

料　

金　

原
則
無
料

問
県
南
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
�
０
２
８
５（　

）１
２
１
９

２２

N
H
K
学
園　

年
度
入
学

２０

生
・
受
講
生
募
集

　

N
H
K
学
園
で
は
、
広
域
通
信
制

高
等
学
校
、
福
祉
通
信
教
育
及
び
生

涯
学
習
通
信
講
座
の
学
生
・
受
講
者

を
募
集
し
ま
す
。

募
集
内
容
・
募
集
期
間

�
高
等
学
校　

普
通
科

　

N
H
K
の
放
送
を
利
用
し
て
３
年

　

で
高
校
卒
業
資
格
取
得

　

２
月
１
日
〜
４
月　

日
２０

�
専
攻
科　

社
会
福
祉
コ
ー
ス

　

介
護
福
祉
士
受
験
資
格
取
得

　
（
２
年
制
）

　

一
次　
　

月　

日
〜
１
月　

日

１２

２０

２１

　

二
次　

２
月　

日
〜
３
月　

日

２０

１７

�
社
会
福
祉
士
養
成
課
程

　

社
会
福
祉
士
受
験
資
格
取
得

　
（
２
年
制
）

　

一
次　
　

月
１
日
〜
１
月　

日

１２

２３

　

二
次　

２
月
１
日
〜
３
月
５
日

�
生
涯
学
習
通
信
講
座

　

趣
味
か
ら
資
格
ま
で
全
２
０
０
コ

　

ー
ス
以
上

　

通
年
申
込
受
付

問
N
H
K
学
園

　
　
�
０
４
２（
５
７
２
）３
１
５
１

　

案
内
書
請
求
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　
�
０
１
２
０
‐
０
６
‐
８
８
８
１

東
京
電
力
か
ら
の
お
願
い

　
　

月　

日
、
管
内
の
送
電
線
に
農

１０

11

業
用
防
虫
ネ
ッ
ト
が
風
に
よ
り
舞
い

上
げ
ら
れ
付
着
し
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
な
事
故
が
起
き
な
い
よ
う
次
の
点

に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
な
お
、
故
意

や
過
失
に
よ
り
送
電
線
に
付
着
し

「
停
電
事
故
」
が
発
生
し
た
場
合
は
、

被
害
を
受
け
た
方
か
ら
責
任
を
問
わ

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
風
で
飛
び
上
が
っ
た
ビ
ニ
ー
ル
や

鳥
追
い
テ
ー
プ
が
電
線
に
接
触
し
て

停
電
事
故
を
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
鳥
追
い
テ
ー
プ
に
は
ア
ル
ミ
箔

が
付
い
て
い
て
電
気
を
よ
く
通
し
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

・
使
用
済
み
の
ビ
ニ
ー
ル
な
ど
は
回

収
し
て
く
だ
さ
い
。
使
用
中
の
も
の

は
飛
散
し
な
い
よ
う
に
も
う
一
度
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

問
東
京
電
力
㈱

　

下
館
支
社
送
電
保
守
グ
ル
ー
プ

　
　
　
�
０
２
９
６（　

）２
７
６
４

４０
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Inform
ation

内　容（講　師）日　時

「高齢者をより良く理解するための接し方」
講義　（特別養護老人ホーム虹の舎施設長）

午
後
１
時　

分
〜
３
時　

分

３０

３０

１/９
(水)

１

「こころとからだをリフレッシュ
　　　　　　　　疲れをいやすリラックス法」
実技　（健康運動指導士）

１/１６
(水)

２

「きれいで丈夫な歯を保つためのお手入れ法」
講義・実技　（小山歯科衛生士会　歯科衛生士）

１/２３
(水)

３

「家族といっしょに楽しめるらくらく介護食」
講義・調理実習・試食　（町健康福祉課　管理栄養士）

１/３０
(水)

４



お知らせ
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寒
さ
か
ら
水
道
管
を
守
り

ま
し
ょ
う

　

冬
に
な
る
と
、
寒
波
の
た
め
に
家

庭
の
水
道
管
が
凍
っ
た
り
破
裂
し
た

り
し
ま
す
。
水
道
は
、
気
温
が
マ
イ

ナ
ス
１�
〜
２�
以
下
に
な
る
と
凍

結
し
ま
す
。
凍
結
し
そ
う
な
所
に
あ

る
水
道
は
早
め
に
冬
支
度
を
し
て
お

き
ま
し
ょ
う

　

ま
た
、
長
期
間
留
守
に
す
る
と
き

は
、
補
助
止
水
栓
を
締
め
て
お
く
と

破
裂
し
て
も
漏
水
す
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。

�
予
防

　

蛇
口
や
水
道
管
に
保
温
材
を
取
り

付
け
て
寒
さ
か
ら
守
る
こ
と
が
一
番

で
す
。
保
温
材
は
、
簡
単
に
取
り
付

け
の
で
き
る
市
販
品
も
あ
り
ま
す
が
、

家
庭
に
あ
る
毛
布
や
厚
手
の
布
、
発

泡
ス
チ
ロ
ー
ル
な
ど
で
も
十
分
で
す
。

保
温
材
を
巻
き
つ
け
て
、
さ
ら
に
水

に
ぬ
れ
な
い
よ
う
に
ビ
ニ
ー
ル
テ
ー

プ
な
ど
を
巻
い
て
く
だ
さ
い
。

�
応
急
処
置

　

凍
っ
て
水
が
出
な
い
と
き
は
、
自

然
に
解
け
る
の
を
待
つ
か
、
お
湯
を

か
け
て
解
か
す
方
法
が
あ
り
ま
す
。

お
湯
を
か
け
る
場
合
は
、
蛇
口
を
開

け
て
凍
っ
た
部
分
に
タ
オ
ル
か
布
を

か
ぶ
せ
て
、
蛇
口
に
近
い
ほ
う
か
ら

ぬ
る
ま
湯
を
ゆ
っ
く
り
と
か
け
て
く

だ
さ
い
。
急
に
熱
湯
を
か
け
ま
す
と

破
裂
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

も
し
破
裂
し
た
と
き
は
、
メ
ー
タ

ー
ボ
ッ
ク
ス
内
に
あ
る
補
助
止
水
栓

を
締
め
て
水
を
止
め
ま
す
。
そ
し
て

水
道
公
認
工
事
店
へ
修
理
を
依
頼
し

て
く
だ
さ
い
。

　

公
認
工
事
店
は
町
水
道
課
へ
、
古

河
市
給
水
区
域
の
方
は
、
古
河
庁
舎

水
道
課
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
町
水
道
課　
　
�
（　

）４
１
４
７

57

　

古
河
市
古
河
庁
舎
水
道
課

　
　
　
　
　
　
　
�
（　

）５
１
１
１

２２

　

人  
権  
標  
語

今
日
も
ま
た　

あ
な
た
に
会
え
て　

う
れ
し
い
よ

野
木
第
二
中
学
校　
 
杉  
山 　
 
里  
穂 

す
ぎ 
や
ま 

り 

ほ

　
　
　
（　

年
度
に
学
校
を
通
し
て
募
集
し
た
も
の
で
す
）

18

工
事
の
お
知
ら
せ

問
町
建
設
課　
　
�
（　

）４
１
５
６

５７

住
民
課
の
豆
知
識
Ｑ
＆
Ａ
⑨ 

〜
窓
口
で
頂
い
た
ご
質
問
か
ら
〜

Q
印
鑑
登
録
に
つ
い
て
教
え
て
?

A
印
鑑
登
録
と
は
？

　

野
木
町
の
住
所
登
録
者
及
び
外

国
人
登
録
者
に
つ
い
て
、
一
人
に

一
個
に
限
り
印
鑑
の
登
録
が
で
き

ま
す（
満　

歳
未
満
の
方
及
び
成

１５

年
被
後
見
人
を
除
く
）。

　

本
人
が
登
録
す
る
印
鑑（
ゴ
ム

印
・
欠
け
て
い
る
印
鑑
等
を
除
く
）

を
持
参
し
、
官
公
署
発
行
の
顔
写

真
付
身
分
証
明
書
を
提
示
す
る
か
、

町
内
で
印
鑑
登
録
し
た
方
を
保
証

人
と
す
れ
ば
、
即
日
登
録
で
き
ま

す
。

　

身
分
証
明
書
が
無
い
場
合
や
、

代
理
人
が
申
請
す
る
場
合（
委
任

状
が
必
要
）は
数
日
か
か
り
ま
す
。

　

印
鑑
登
録
を
す
る
と
、
印
鑑
登

録
証（
磁
気
カ
ー
ド
）が
発
行
さ
れ

ま
す
。
暗
証
番
号
を
登
録
す
れ
ば
、

自
動
交
付
機
を
利
用
し
て
、
印
鑑

登
録
証
明
書
と
併
せ
て
住
民
票
の

交
付
も
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
町
住
民
課　
�
（　

）４
１
２
６

５７
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古
河
市

�
古
河
歴
史
博
物
館
テ
ー
マ
展

　
「
鳥
を
描
く　

古
河
の
文
人
た
ち
」

　

南
画
家
・
奥
原
晴
湖
を
は
じ
め
と
す
る
古
河
出

身
の
文
人
た
ち
の
描
く
鳥
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
絵

画
を
紹
介
し
ま
す
。

期　

間　
　

月
１
日
〜
２
月　

日

１２

２１

場　

所　

古
河
歴
史
博
物
館（
中
央
町
３
‐　

‐　

）

１０

５６

開
館
時
間　

午
前
9
時
〜
午
後
5
時

入
館
料　

大
人
４
０
０
円　

小
中
高
生
１
０
０
円

問
古
河
歴
史
博
物
館　
　
　
　
�
（　

）５
２
１
１

２２

北
川
辺
町

�
北
埼
玉
地
区
人
権
教
育
研
修
会

日　

時　

１
月　

日（
木
）　

午
後
２
時
〜

１７

内　

容
講
演　
「
１
０
０
人
の
村　

あ
な
た
も
こ
こ
に
生

き
て
い
ま
す
」

　

講
師　

ド
イ
ツ
文
学
翻
訳
家　

池
田
香
代
子
氏

　
　
　
　
（「
世
界
が
も
し
１
０
０
人
の
村
だ
っ
た
ら
」
の
著
者
）

会　

場　
「
み
の
り
」
多
目
的
ホ
ー
ル

全
席
自
由
・
入
場
無
料

問
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
「
み
の
り
」

�
（　

）２
４
４
４

６１

三
国
サ
ミ
ッ
ト

イ
ベ
ン
ト
情
報

三
国
サ
ミ
ッ
ト

イ
ベ
ン
ト
情
報

午前９: 00～午後５: 00　火曜日休館　�(57)2000　�（57）2044
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身
体
活
動
で 

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
を 

予
防
し
よ
う

　

前
号
で
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
に
つ
い
て
ご
紹
介
い
た
し

ま
し
た
が
、
へ
そ
の
高
さ
の
腹
囲

が
男
性
で　

㎝
以
上
、
女
性　

㎝

８５

９０

以
上
が
診
断
の
基
準
と
な
り
ま
す

が
、
腹
囲
を
１
㎝
減
少
さ
せ
る
た

め
に
は
、
体
重
１
㎏
の
減
量
が
必

要
で
す
。
体
重
１
㎏
は
エ
ネ
ル
ギ

ー
量
に
換
算
す
る
と
約
７
０
０
０

　

と
な
り
ま
す
。
１
か
月
で
腹
囲

kcalを
１
㎝
減
少
さ
せ
る
場
合
は
、
１

日
当
た
り
約
２
３
０　

を
運
動
や

kcal

食
事
に
よ
っ
て
減
ら
す
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

身
体
活
動
に
は
、
速
歩
、
テ
ニ

ス
、
自
転
車
な
ど
、
体
力
の
維
持
・

向
上
を
目
的
と
す
る
「
運
動
」
と

掃
除
・
洗
濯
・
炊
事
・
子
ど
も
と

遊
ぶ
な
ど
、
日
常
生
活
に
お
い
て

体
を
動
か
す
「
生
活
活
動
」
が
あ

り
ま
す
。 

　

厚
生
労
働
省
か
ら
、
メ
タ
ボ
リ

ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
対
策
と
し

て
、『
運
動
指
針
…
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

ガ
イ
ド
２
０
０
６
』
が
示
さ
れ
ま

し
た
。

　

次
号
で
詳
細
に
つ
い
て
、
ご
紹

介
し
ま
す
。

　

運
動
だ
け
が
、
身
体
活
動
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
日
常
生
活
で
少
し

で
も
か
ら
だ
を
動
か
す
よ
う
心
が

け
ま
し
ょ
う
。

町
健
康
福
祉
課　

健
康
増
進
係

歌
が
大
好
き
！

　

子
ど
も
と
散
歩
に
出
か
け
た
り
、

一
緒
に
遊
ん
で
い
る
と
、
自
然
と

子
ど
も
の
口
か
ら
歌
が
出
て
く
る

こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な

時
は
、
子
ど
も
に
合
わ
せ
て
歌
う

と
、
と
て
も
楽
し
く
て
幸
せ
な
気

持
ち
に
な
り
ま
す
ね
。

　

子
ど
も
は
歌
が
大
好
き
で
す
。

赤
ち
ゃ
ん
の
頃
か
ら
、
大
人
の
抑

揚
豊
か
な
語
り
か
け
に
、「
ア
ー
、

ア
ー
」
な
ど
と
答
え
る
。
こ
の
歌

う
よ
う
な
語
り
か
け
と
、
赤
ち
ゃ

ん
の
応
答
が
歌
の
始
ま
り
で
す
。

こ
う
し
た
呼
応
し
あ
う
よ
う
な
環

境
が
、
歌
を
好
き
に
な
る
大
切
な

条
件
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

　

子
ど
も
が
歌
の
ど
こ
を
ど
ん
な

ふ
う
に
好
き
に
な
る
か
は
、
曲
の

メ
ロ
デ
ィ
ー
や
歌
詞
が
好
き
だ
っ

た
り
、
歌
う
人
の
声
が
好
き
だ
っ

た
り
と
、
一
人
ひ
と
り
違
う
で
し

ょ
う
。
で
も
、
特
に
子
ど
も
が
歌

に
親
し
み
を
感
じ
る
の
は
、
安
心

で
き
る
環
境
の
中
で
大
好
き
な
大

人
が
歌
っ
て
く
れ
る
か
ら
か
も
知

れ
ま
せ
ん
。
な
か
に
は
「
歌
が
苦

手
で
・
・
・
」
と
言
う
人
も
い
る

と
思
い
ま
す
が
、
ま
ず
は
歌
や
リ

ズ
ム
を
楽
し
む
気
持
ち
を
大
切
に

し
て
く
だ
さ
い
。
最
初
は
、

♪「
○
○
ち
ゃ
ん
」 

　
「
な
あ
〜
に
」 

　
「
も
う
い
い
か
い
」 

　
「
ま
あ
〜
だ
だ
よ
」
♪

と
い
っ
た
呼
び
か
け
の
言
葉
で
も

良
い
と
思
い
ま
す
。
こ
う
し
た
呼

び
か
け
の
言
葉
に
は
、
リ
ズ
ム
や

メ
ロ
デ
ィ
ー
が
自
然
と
つ
い
て
く

る
も
の
で
す
。
こ
の
時
、
調
子
外

れ
に
な
る
人
は
ほ
と
ん
ど
い
ま
せ

ん
。
�
わ
ら
べ
う
た�
は
、
こ
の
呼

び
か
け
に
近
い
も
の
が
多
い
の
で

歌
い
や
す
い
と
思
い
ま
す
。

　

歌
う
時
に
一
番
大
切
な
こ
と
は
、

大
人
自
身
が
歌
を
楽
し
む
と
い
う

こ
と
で
す
。
大
人
の
楽
し
そ
う
な

笑
顔
を
、
子
ど
も
は
い
つ
も
見
て

い
ま
す
よ
。

　

さ
あ
、
今
日
も
ゆ
っ
た
り
と
し

た
気
持
ち
で
子
ど
も
と
向
き
合
い
、

楽
し
く
歌
い
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

丸
林
保
育
所
保
育
士新

井　

小
波
子

� �����������������������������������������������������������������������
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中
学
生
の
一
日
人
権
擁
護
委
員

　

栃
木
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
で
は
、

　

月　

日
に
、
小
山
市
・
下
野
市
・

１０

１３

野
木
町
管
内
の
中
学
生
の
皆
さ
ん
に

一
日
人
権
擁
護
委
員
を
お
願
い
し
て
、

人
権
に
関
す
る
意
見
発
表
会
や
街
頭

啓
発
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

意
見
発
表
会
で
は
、
会
場
に
来
ら

れ
た
一
般
の
方
や
保
護
者
の
方
と
一

緒
に
人
権
に
つ
い
て
考
え
、
街
頭
啓

発
で
は
、
野
木
駅
、
オ
ー
タ
ニ
、
ヤ

オ
コ
ー
の
町
内
３
か
所
で
、
乗
降
者

並
び
に
来
店
者
に
啓
発
チ
ラ
シ
や
テ

ィ
ッ
シ
ュ
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
人
形
等

を
配
布
し
ま
し
た
。

高
齢
者
自
転
車
免
許
制
度
講
習
会
を 

実
施
し
ま
し
た

　

９
月　

日
、
秋
の
交
通
安
全
町
民

２５

総
ぐ
る
み
運
動
の
基
本
と
な
っ
て
い

る
「
高
齢
者
の
事
故
防
止
」
の
一
環

と
し
て
、
丸
林
西
会
館
・
丸
林
中
央

公
園
に
て
、
高
齢
者
自
転
車
講
習
会

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
新
橋
学
区
の
老
人
会
の

方　

名
が
参
加
さ
れ
、
小
山
警
察
署

２４
員
に
よ
る
安
全
運
転
講
習
・
学
科
試

験
・
公
園
内
に
設
置
さ
れ
た
実
際
の

道
路
を
想
定
し
た
コ
ー
ス
に
よ
る
自

転
車
の
実
技
試
験
が
行
わ
れ
、
講
習

会
終
了
後
に
は
全
員
に
自
転
車
免
許

証
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

浸
水
対
策
へ
の
理
解
を

　

９
月　

日
、
逆
川
排
水
機
場
ポ
ン

３０

プ
増
設
工
事
完
成
見
学
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
増
設
は
、
公
共
下
水
道
浸

水
対
策
事
業
と
し
て
駅
周
辺
の
雨
水

管
渠
の
整
備
と
あ
わ
せ
て
行
わ
れ
ま

し
た
。
毎
秒
８ 

の
ポ
ン
プ
１
台
の

増
設
に
よ
り
、
合
計
毎
秒　
 

の
排

１２

水
能
力
に
な
り
ま
し
た
。

　

見
学
会
に
は
多
く
の
家
族
連
れ
が

訪
れ
、
大
き
な
エ
ン
ジ
ン
や
ポ
ン
プ

設
備
な
ど
普
段
は
見
る
こ
と
の
で
き

な
い
施
設
を
熱
心
に
見
学
し
て
い
ま

し
た
。

問
町
下
水
道
課　
�
（　

）４
１
９
４

５７

地
域
の
安
全
に
貢
献
で 

全
国
表
彰

　

全
国
地
域
安
全
運
動
期
間
中
の　
１０

月　

日
、
県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
で

１６
県
警
、
県
防
犯
協
会
主
催
の
「
第　
３２

回
地
域
安
全
県
民
の
つ
ど
い
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
席
上
、
全
国

表
彰
を
受
け
た
渡
邉
一
さ
ん（
下
影
）

ら
の
表
彰
伝
達
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

渡
邉
さ
ん
は
、
永
年
に
亘
り
地
域

の
安
全
活
動
の
た
め
、
野
木
交
番
連

絡
協
議
会
員
や
青
少
年
育
成
指
導
員

な
ど
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
努
め
た

功
績
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す



爽
や
か
な
秋
空
の
下
で 

〜
丸
林
保
育
所
運
動
会
〜

　
　

月　

日
、
丸
林
中
央
公
園
に
お

１０

１３

い
て
、
丸
林
保
育
所
の
運
動
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
爽
や
か

な
秋
晴
れ
と
な
り
、
運
動
会
日
よ
り

と
な
り
ま
し
た
。

　

お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
の
声
援
に

後
押
し
さ
れ
、
子
ど
も
た
ち
は
日
頃

の
練
習
以
上
の
力
を
発
揮
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

栃
木
県
知
事
表
彰

　

統
計
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
こ

と
を
目
的
に
、　

月
６
日
に
開
催
さ

１１

れ
た
第　

回
栃
木
県
統
計
大
会
に
お

４５

い
て
、
統
計
調
査
員
の
鶴
見
智
子
さ

ん（
写
真
左
）、
山
谷
せ
つ
子
さ
ん

（
写
真
右
）が
統
計
調
査
等
の
功
労
に

対
し
て
栃
木
県
知
事
表
彰
を
受
賞
し

ま
し
た
。

（25）

Topics ～町の話題・投稿～

�
ご
み
の
ポ
イ
捨
て
は
や
め
ま
し
ょ
う

�
犬
の
フ
ン
は
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う

町内の救急出場

62
件

出場
件数

　

月
累
計

１０

57
人

搬送
人員

501
（60）

件

出場
件数

（増減）

　

年
累
計（
前
年
比
）

１９

455
（36）

人

搬送
人員

（増減）

町内の交通事故

15件数　

月
累
計

１０
0死者

19傷者

107
（1）

件数
（増減）

　

年
累
計（
前
年
比
）

１９

2
（1）

死者
（増減）

133
（-7）

傷者
（増減）

１１月１日現在
　　人口 男 12,789人
　　 　　女 13,002人
　　 　　計 25,791人
　　世帯数　8,891

町の人口

今月の納期

固 定 資 産 税

国民健康保険税

介 護 保 険 料

第４期

第６期

第６期

投
稿

潤
島
句
会

〈
俳
句
〉

　

残
暑
見
舞　

大
内
宿
の　

切
手
貼
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

秋
元　

映
子

　

炎
暑
予
報　

空
を
見
上
げ
て　

打
ち
水
す　
　
　
　
　
　
　
　
　

服
部
紀
代
子

　

露
天
風
呂　

秋
の
星
空　

い
や
し
か
な 

金
市　

春
子

　

い
ち
じ
く
や　

ポ
ッ
テ
リ
葉
陰
で　

熟
れ
て
お
り 

馬
場　
　

茂

　

帰
り
行
く　

孫
さ
よ
な
ら
と　

目
に
涙 

小
口　

慶
子

　

こ
の
酷
暑　

避
け
て
万
座
の　

湯
に
ひ
た
り 

松
永　

廣
吉

　

面
が
ま
え　

主
の
如
く　
 
蟇  

橋
本　

澄
子

ひ
き
が
え
る

　

落
ち
葉
掃
く　

き
れ
い
な
一
葉　

し
お
り
か
な　
　
　
　
　
　
　

今
西　

暁
子

〈
短
歌
〉

　

秋
の
日
の　

エ
ニ
ス
ホ
ー
ル
の　

花
舞
台

　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
本
の 
童
謡 
に　

心
洗
わ
る　
　
　
　
　
　

根
日
屋
国
男

う
た

　

秋
来
ぬ
と　

か
ぼ
そ
く
聞
こ
ゆ　

虫
の
声

　
　
　
　
　
　
　
　
　

夜
と
も
な
れ
ば　

我
が
天
下
な
り　
　
　
　

関
口　

嘉
子

　

最
善
の　

余
生
雄
々
し
く　

生
き
な
ん
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　

願
い
し
日
々
に　

時
に
空
し
く　
　
　
　
　

結
城　

利
治

落
ち
葉
プ
ー
ル
完
成�落ち葉プールを今年も総合運

動公園に設置します。１月末
まで遊べます。

守ろうよ
小さなマナー

大きな命



GGGGGGGaaaaaaalllllllllllllleeeeeeerrrrrrryyyyyyy
ギャラリー

平
成　

年　

月
１
日
発
行　

広
報
の
ぎ
（
４
３
５
号
）�
発
行　

野
木
町　
�
編
集　

野
木
町
広
報
委
員
会　

●
野
木
町
役
場
企
画
財
政
課
広
報
広
聴
係　

〒
３
２
９�
０
１
９
５　

野
木
町
大
字
丸
林
５
７
１　
�
０
２
８
０（　

）４
１
１
７

１９

１２

５７

渡辺　 召 
しょう

 三 さん
ぞう

 天  狐 
てん こ

 白  狐 の舞
びゃ こ

　元気の秘訣は、「何事にも感謝の気持ちをもつ。
怒らない！」と、精神面の充実を強調。今も現役バリ
バリの不動産屋さん。「もう廃業しようかと思った
けどこの間免許更新しちゃったよ。次は９０歳になっ
ちゃうよ」と、笑顔で。宅地建物取引業免許の有効
期間は５年間とのこと。不動産業を通じて野木町の
活性化にかける思いは人一倍。仕事を続けるために
も常に健康面にも留意することを忘れず。趣味は読
書と家庭菜園。読書は歴史書から経済書までと、幅
広く読破。家庭菜園で土や自然に親しみながら長期
天気予報の研究も。ぜひ５年後も免許更新を。

　

毎
年　

月
３
日
の
夜
、
野
木
神
社
の
太
々
神
楽
を
撮
影

１２

す
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
稲
荷
神
の
お
使
い

の
２
匹
の
狐
が
農
作
業
の
様
子
を
舞
っ
て
奉
納
し
て
い
ま

す
。
フ
ラ
ッ
シ
ュ
を
使
用
し
な
い
で
、
天
狐
白
狐
が
舞
っ

て
い
る
一
瞬
の
動
き
を
と
ら
え
た
作
品
で
す
。

漢漢漢漢漢漢漢漢漢漢漢漢漢漢漢漢漢漢漢漢漢字字字字字字字字字字字字字字字字字字字字字

書道 上原　伸子さん
Nobuko Uehara

(丸林西下）「好鮮」

　墨の匂いに心が落ち着き、白い紙に向か
うと気持ちが引き締まります。いつの間に
か長い年月を「書」に関わってきました。
所属する書道愛好会がとてもあたたかい雰
囲気だからこそ続けてこられたと思います。
　素材である文字をいかに美しく書くか、
次元の高い芸術的な文字や線はいかに表現
するか、奥が深すぎて手探りの状態です。
師である福田先生のように、人に感動を与
えるような書は書けませんが、長く続けて
いく中で味のある字が書けるようになれた
らと思います。

小小小小小小小小小小川川川川川川川川川川小川　真真真真真真真真真真信信信信信信信信信信 真信 ささささささささささんんんんんんんんんんさん（（（（（（（（（（8888888888５５５５５５５５５５歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳（8５歳）））））））））））
まさのぶ

（（（（（（（（（（丸丸丸丸丸丸丸丸丸丸林林林林林林林林林林西西西西西西西西西西中中中中中中中中中中２２２２２２２２２２（丸林西中２）））））））））））


